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大村市の人口 'カ

(12月末現在〕 守

コ
12.213世帯 (ムn 門
55.120人{ム19)以
{男 Z6.378凶 l) jjij 
女 28.169 (3) パ

増 41ヨ~生 91 粍入 415 J-L 

~ 434死亡 38転出 434

回一-4

月

一
十
日
か
ら
一

一
月
一
一
一
日
ま
で

郵
政
省
で
は
昭
和
三
十
八
年
二
住
の
基
本
的
議
室
、
響
、
一
と
し
て
国
民
の
生
活
股
計
に
び
ろ
一
間
入
学
児
童
に
配
念
云
は
小
学
校
、
申
学
校
、
高
等
学
一
②
と
ど
も
が
十
才
に
な
ら
な
い
う

月
か
ら
三
月
ま
で
の
三
カ
月
闘
を
一
教
養
、
交
際
と
い
っ
た
社
会
的
な
一く
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
ま
ザ
が
一
一
授
と
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
大
き
一
ち
に
親
(
契
約
書
)
が
災
害
死
し

「
生
活
設
計
簡
易
保
険
新
加
入
運
一
内
容
ま
っ
た
部
分
と
が
あ
り
ま
言
簡
易
保
険
に
加
入
し
て
い
な

一

証
書
一
な
も
の
と
な
り
更
に
大
学
に
入
る
一
た
り
、
ま
た
は
腐
疾
と
な
っ
た
と

動
」
期
間
と
レ
て
加
入
遺
書
守
が
生
活
を
よ
り
向
上
さ
せ
る
た
一
い
世
帯
が
四
十
長
号
、
簡
易一

新
入
学
と
い
う
こ
と
を
ど
も
言
に
憎
え
る
の
で
す
。
そ
の
時
一
定
そ
れ
以
後
保
険
料
巻
払
込
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
一
月
に
は
と
く
志
に
は
と
れ
ら
の
葉
の
釣
り
合
長
験
、
民
間
審
議
、
農
協
共
一に
と
っ
て
の

一
大
転
換
闘
で
あ
る
一
に
な
っ
て
あ
わ
て
る
よ
り
も
と
の
一
な
く
と
も
よ
い
。

は

じ

げ

詰

百

点

柔

く

と

一

明

生

活

設

計

簡

易

保

険

新

加

入

運

動

一

持

邸

内

町

長

持

一

刊

誌

刊

誌

軒

町

川

年

初

の

生

活

設

計

一

~

一

う

に

し

た

い

も

の

で

す

。

一

類

が

選

べ

る

。

に

簡

易

保

険

を

一

月

入

学

児

童

に

は

記

念

証

書

一

学

資
の
準
備
の
室
長
貯
金
、
一
④
学
校
ま
た
は
学
級
単
位
で
団
体

一

1

一
保
険
、
信
託
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
万
一
扱
い
に
す
る
と
保
険
料
は
七
分
の

吾

容

は

元

εちと
い
一
い
が
と
れ
て
い
な
げ
れ
ば
な
り
ま
一
済
生
命
の
い
ず
れ
に
も
加
入
し
て

一と
と
も
に
親
に
と
っ
て
も
同
じ
乙
一
法
が
あ
り
ま
し
ょ
ろ
が
、
簡
易
保
一
割
引
を
う
げ
、
と
の
割
引
額
議

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
正
信
ど
と
一
せ
ん
。
そ
し
て
と
れ
ら
の
要
素
と
一
い
な
い
世
帯
主
十
四
%
近
く
あ
一と
が
云
え
き
ょ
う
・
な
ぜ
か
と
一
険
率
用
し
た
場
合
は
つ
ぎ
の
よ
一立
て
て
学
級
文
庫
な
ど
の
購
入
に

の
ご
家
庭
で
も
新
た
な
気
持
で
生

τWJ合
う
も
う
一
つ
の
要
素
と
し
一
る
よ
う
で
す
.

一い
え
ば
将
来
子
供
を
り
っ
ぱ
な
社
一
ろ
な
利
点
が
あ
り
ま
す
。

一利
用
で
き
る。

活
設
計
に
取
組
ん
で
お
ら
れ
る
乙
三
付
来
の
生
活
の
夢
が
必
要
で
し
一
今
年
の
生
活
股
計
に
は
経
済
的
一
会
人
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
て

一①
毎
月
郵
便
局
か
ら
集
金
に
ま
わ

一⑤
一
月
か
ら
五
月
ま
で
の
聞
に
加

と

と

思

い

ま

す

。

一

ょ

う

。

一

準

備

を

加

え

生

活

の

安

定

を

は

か

一も
多
額
の
単
貨
の
乙
と
を
考
え
な
一
り
ま
す
の
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
一
入
し
た
場
合
は
き
れ
い
な
窟
匠
の

性
活
設
計
の
嵯
素
に
は
衣
、
食
一
簡
易
保
険
は
国
営
の
生
命
保
険
一
る
よ
う
に
心
が
貯
ま
し
ょ
う
・
一
げ
れ
ば
な
ら
む
い
か
ら
で
す
。
学
一
ち
に
貯
蓄
が
出
来
る
。

一記
念
証
書
が
発
行
さ
れ
る
。
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市

内

の

成

人

者

九

百

三

名

印

紙

税

の

と

り

あ

っ

か

い

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧

昨
毎
十
二
月
一
日
現
在
に
よ
り
一
ひ
嗣
問
中
に
名
簿
登
録
の
有
無
を
一

資
格
者
か
ら
の
申
請
に
も
と
づ
い
一
た
し
か
め
て
下
さ
い
。

一

「

地

方

選

挙

早

わ

か

て
調
製
レ
ま
し
た
六
村
市
由
業
寮
一
ム
縦
覧
一
期
間
一
月
二
十
日
か
ら
一

一

一

り

」

を

作

成

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
を
、
つ
ぎ
一
二
月
三
日
ま
で
(
十
五
日
間
)
一

の
と
お
り
縦
覧
に
供
レ
ま
す
。
一
ム
時
間
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
一
今
年
四
月
執
行
の
地
方
週
挙
に

菜
、
今
年
七
月
に
は
任
期
満
了

一

午
後
五
時
ま
で

一
つ
い
て
の
手
引

「地
方
選
章
わ

に
よ
る
委
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ

一ム
場
所
大
村
市
選
挙
管
調
委
員
一か
り
」
を
有
償
配
布
い
た
し
ま
す

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
選
挙
一
会
事
務
局

一
の
で
、

ど
希
望
の
人
は

豊

富

に
は
今
度
縦
覧
す
る
名
簿

一

な
お
期
間
中
各
出
頭
附
に
関
係
一
寮
員
会
事
事
局
ヘ
申
出
て
下
さ
い

だ
け
が
使
用
さ
れ
、
補
充
一
区
域
分
の
名
簿
抄
本
を
備
え
つ
一
な
お
、
定
価
は
二
百
円
で
す
。

名
簿
の
調
製
は
あ
り
ま
せ

一
げ
て
い
ま
す
の
で
乙
れ
を
と
覧

ん
の
で
、
資
格

ωあ
る
人
は
ぜ
一
に
な
っ
て
も
結
構
で
す
。

定 価 一部五円

国
民
健
康
保
険

運
営
委
員
き
ま
る

ろ
う
学
校
へ
入
っ
て
い
な
い
未
一

教
育
の
ろ
う
測
が
ど
ん
な
社
会
一

生
活
栓
送
っ
て
い
る
か
は
、
皆
一

犠
が
よ
ぐ
ど
存
じ
υ
ζ
と
と
思
一

い
ま
す
。
乙
ぅ
ド
v

つ
ふ
び
ん
な
一

こ
と
が
親
と
し
て
た
え
ら
れ
ま
一

し
よ
ろ
か
。
と
の
子
連
に
も
人

一

間
と
レ
亡
の
「
心
ゅ
に
か
な
宏
一

活
」
あ
送
ら
せ
る
と
と
は
、

乙
.

う
し
た
平
供
連
を
も
っ
親
と
し

で
当
然
ハ
貴
描
C
あ
り
ま
す
。

と

ιろ
が
中
に
は
ろ
う
学
校

に
入
れ
る
こ
と
ぞ
家
や
親
の
恥

と
思
っ
た
り
、
ザ
ウ
ヴ
児
J
T
教
育

し
て
何
に
な
め
i

移
へ
て
お

文 もたでら
化 読 者しれ
のめえよる
恩ずのうか
恵、 たかた
や人め。が
ほ々にとあ
と 話、んり
んも ー なは
ど出さや間し
受探文違な
砂ず字つい

(選
挙
管
理
寮
員
会
)

医
師
、
歯
科
医
師
、

薬

剤

師

を

代

表

す

る

委

員

児
を
一
日
も
早
く
ろ
う
学
校
に

入
れ
て
く
だ
き
い
。

ろ
う
学
校
に
は
普
通
の
小
、
中

高
等
学
校
ど
同
じ
よ
う
に
小
学

部

へ六
カ
年
)
中
学
部
(
一
一
一カ

心
ゅ
に
か
な
生
活
を

ろ

う

児

・

難

聴

児

は

み
ん
な
そ
ろ
っ
て
学
校
へ

き ですな
~;:t n lt、
にあばで
遥 り、す
しま{i:(了ど
戸せとす
ろ ん気人
うかのか
児。毒あ
、どなつ
難・ラとた
聴か とと

年
J

高
等
部

(
三
カ
年
)
が
め

り
、
手
交
ね
で
な
く
、
普
通
の

人
の
よ
う
な
口
話
で
、
勲
育
を

し
ま
ヲ
。
高
等
部
に
入
る
と
週

新
し
い
門
出
を
祝
福
;
成
人
式

【写真】上=成人に

なった決意をのベる

成人者代表

下z成人の日を迎え

よろこ びがし、っぱい

の成人者たち

ご
み
箱
の
整
備

ご
み
処
理
に
ご
協
力
を

い 早よ
る急ろと
もににみ
のとし箱
』まり、fC..
{疹 γコ丑ま }ま
理け の 必
し、なず
で 破 い 濫
く損も受
だしのげ
さではる

今
年
新
ら
し
く
社
会
人
と
し
て

一崎
県
知
事
代
理
、

田
代
保
健
所
長

国
民
健
康
保
険
説
営
協
鵠
告
委
一
構
成
さ
れ
、
よ
り
よ
い
国
民
健
康
一
本
川
干
代
書
(
伊
糟
町
)

・
近
藤
一大
人
の
仲
間
入
り
を
し
た
市
内
の

一
朝
長
教
育
委
員
長
、
高
松
、
森
両

宗

主

語

読

ま

し
た
。
任
一
農
事
業
に
す
る
た
め
、
重
要
な
一
寝
室
町
)
・
今
回
正
夫

(一
成
人
者
九
重
喜
祝
い
は
げ
ま

一県
警
の
侃
辞
が
あ
り
、
成
人
代

期
は
昭
和
一
一
子
会

一
月
一
日
か
一
問
題
じ
つ
い
て
市
長
の
相
談
に
応
田
下
郷
了

窟
石
晋
{
本
小
路
)
子
た
め
の
成
人
式
竺
月
十
五
日

一表
と
し
て
広
瀬
政
翼

{

鈴
田
}

ら
昭
和
三
十
九
年
十
ニ
月
三
十
二
じ
て
話
甘
う
人
た
ち
で
す
。
で
甑
肪
勝
負
一
議

g

一午
前
十
時
か
ら
中
央
公
言
語

一市
川
純
子
さ
ん
(
水
田
二
区
)
か

持

の

一

一
カ
年
と
な
っ
て
お
り
一

被

保

険

者

を

代

表

一

公

盆

を

代

表

す

る

一
い
て
盛
大
に
行
ね
れ
ま
し
た
。

一色
社
会
合
し
て
認
め
ら
れ
た
責

一

す

る

委

員

一

委

員

一

朝
か
省

令
ょ
う
の
荒
れ
た
天

一任
と
訣
窟
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
張
員
低
、

被

保

険

者

が

代

一

一

一

候

で

し
た
が
、
成
人
の
日
を
迎
え

一

乙
の
あ
と
、
親
和
銀
げ
頭
取
、

表
す
る
委
員
五
名
、

国
民
健
康
保
一
出
口
卯
三
郎
{
円
泊
郷
了
浜
田
一
安
井
彦
作

(小
路
口
郷
)
・
藤
本
一
喜
び
と
桔
望
に
胸
々
ふ
く
ら
ま
せ

一坂
田
童
保
氏
の
「
経
済
の
動
向
と

険
医
師
、

歯
科
医
師
.
諜
剤
師
を
一
説
郎

(伊
勢
町
)
・
岸
川
喜
代
二
一
一
一郎
{
並
松
郷
)
・
申
瀬
正
隆
二
?
成
人
者
約
七
百
名
が
元
気
な
顔
一青
年
へ
の
閣
待
」
ど
題
ず
る
記
念

代
表
す
あ
委
員
夫
名
、
公
益
浄
代
一
{杭
出
樟
郷
)
・
馬
場
一一
一吉

(
原
一
中
岳
郷
)
・
田
中
吉
太
郎

へ杭
出
一
で
容
加
レ
ま

υた
"

一講
演
や
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

表
ず
あ
委
員
五
名
の
計
十
五
名
で

一
口
郷
)
・
福
田
善
作
(
一
の
郷
)
一
埠
郷
)
・
太
田
作
次
郎
(
四
の
郷
)
一
大
村
市
長
の
式
辞
の
あ
と
、
長
一
し
て
、
海
上
自
衛
隊
大
村
航
空
隊

一一一一一一一hf
・-

一の
空
手
演
技
、
陸
上
自
衛
隊
竹
松

一部
隊
の
剣
舞
、

フ
ァ
ン
シ
ー
ド
リ

容
、
被
服
、
木
材
て
芸
、
窒
麓
一
ル
な
ど
が
あ
り
、
成
人
者
の
新
し

科
に
わ
か
れ
て
職
業
教
育
も
施
一
、一
門
出
を
祝
い
ま
し
た
.

し
、
な
お
職
業
の
理
論
と
実
技
一
b

を
極
め
さ
せ
る
た
め
事
攻
科
も
一
当
日
は
、
成
人
者
に
対
し
て
県

あ
り
ま
す
。
ろ
A
J

学
校
は
普
通
一
知
事
か
ら
成
人
手
帳
、
県
週
挙
管

の
小
、
室
校
と
同
様
に
葉
一
一
週
署
員
会
か
ら
「
新
宿
一
稿
者
と
選

教
育
で
寄
宿
舎
や
寮
も
あ
り
、
一
準
」
大
村
市
か
ら
「
郷
土
出
身
先

学
費
は
国
や
窓
会
費
が
一
班
偉
人
の
面
影
」
な
ど
の
パ
ン
フ

一
レ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ち
っ

C
め
ぐ
ま
れ
た
教
育
が
さ
一
一
な
お
、
大
村
信
用
金
庫
か
在
、

れ

あ

の

で

す

。

一

一
記
念
栂
樹
代
と
し
て
一
万
円
の
贈

入
学
願
書
受
付
は
二
月
末
日
ま
一

で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
竺
呈
が
あ
り
ま
し
た
.
こ
れ
で
前
年

当
児
を
お
も
ち
の
か
た
は
市
内
一
ま
で
の
分
と
合
せ
て
、
五
万
円
と

植
松
長
崎
県
立
ろ
A

，
学
校
へ
お
一
な
り
ま
す
の
で
、
駅
前
通
り
の
道

問
合
せ
く
だ
さ
い
。
一
路
開
通
後
、
植
樹
を
す
る
予
定
に

(
福
祉
事
務
所
)
一
な
っ
て
お
り
ま
す
(
教
育
委
員
会
)

ご
み
は
い
つ
も
乾
燥
し
て
い
る

よ
う
に
叶
同
意
し
て
く
だ
さ
い
3

ど
み
箱
は
ご
み
政
集
ぶ
容
易
で

便
利
な
も
の
を
閥
砲
し
地
面
に

史
印
紙
は
商
品
取
引
に
多
く
使

わ
れ
ま
す
が
、
同
常
生
活
に
も

相
当
に
で
て
く
あ
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
就
職
の
際
に
身
元
保

斑
書
を
出
す
場
合
で
も
金
銭
に

つ
な
が
ず
む
も
の
な
広
印
紙
が
い

る
し
、
品
物
者
借
用
書
そ
作
れ

ば
印
紙
を
は
ら
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

そ
と
で
、
印
紙
制
の
注
意
事

項
を
か
い
つ
烹
ん
で
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。

①
、
簡
単
な
受
取
書
で
も
1
4
千

円
以
上
に
な
る
と
十
円
の
印
紙

也
管
は
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
営
業
に
関
レ
な
い
も
の
や

金
額
や
記
載
し
て
い
な
い
も
の

な
ら
非
課
税
に
な
り
ま
す
。

①
、
工
事
の
請
負
契
約
書
と
か

お
金
の
借
用
替
な
ど
は
、
金
額

が
三
平
岡
以
上
だ
と
そ
の
金
額

に
応
じ
て
二
十
円
か
ら
一
方
向

ま
で
の
印
紙
が
必
製
ω

た
だ
し

記
載
合
額
が
な
い
も
の
は
二
十

円
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

⑨
約
束
手
形
と
為
替
手
形
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
の
拘
法
改
正

で
免
税
点
や
税
部
な
ど
が
軽
減

さ
れ
ま
し
た
。
改
正
後
の
税
率

は、

記
載
金
額
十
万
円
鼠
下
だ

と
十
円
、
そ
れ
以
上
に
な
る
と

金
額
に
応
じ
ず
、平
円
ま
で
と
な

り
ま
す
。

記
載
金
額
一
泡
万
円
未

満
カ
も
の
は
非
明
税
。

ぬ
印
紙
税
に
は
証
欝
μ
帳
簿
の

区
別
が
あ
り
烹
す
が
、
そ
の
種

類
が
多
い
の
で
、
実
際
に
印
紙

を
便
v

「
場
合
に
は
、
ち
ょ
っ
と

ま
ど
っ
，
と
ど
が
あ
り
ま
す
も

し
そ
う
し
た
区
別
が
つ
か
な
い

と
き
は
、
税
務
署
の
間
税
掛
か

国
税
局
の
消
費
税
闘
に
照
告
し

ま
し
ょ
う
。

い塑
e iJf r-:- 間直
乙ゐ:4 L- を接
tlど 箱み すお
らは 0.-> のか空J
の}、 "P ー し ず
不 ，1.に l込て、
燃な、品 三箱
慨い すJ ./J だと
物 でラ さ、
や〈 ス い愉
俄だピ 。面
険 き ン の

ごニお し /t:な
ゐ| 骨 でかも
箱 )1ノ期おはの
五 袋内 い、は
入な汁て紙別
れど の くなの

dちて し 出だ ，ν箱
。.~ < 入る湾でじ
険だれ も や 句 入
輔さて )J みれ
生 いじは 、る
謀。ほ、残別か
) りピ飯じ、
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し
ま
す
。

ム
大
正
七
年
ま
で
に
出
生
し
た
か

た
に
つ
い
て
は
、
出
生
の
早
い
者

よ
り
順
序
に
昭
和
三
十
八
年
後
半

-

、

.よ
り
三
十
九
倍
後
半
ま
で
に
照
合

昭
和
三
十
六
倍
の
恩
給

の
改
一
芸
人
宛
惑
が
あ
る
ま
で
も
う
一
月
か
ら
さ
カ
の
ぼ
り
支
給
さ
れ
る
一審
査
の
う
え
通
知
し
ま
す
・

正
に
よ
り
、
旧
軍
人
等
の
加
算
恩
一
し
ば
ら
く
拘
待
ち
下
さ
い
。
一
と
ど
に
な
り
ま
す
の
で
ど
安
心
く
一

一

一

一ム
大
正
八
年
以
降
の
出
生
者
に
つ

給
謂
求
の
た
め
m
履
歴
山町
立
曹
を
一

む
お
退
職
時
の
本
籍
が
県
外
の一
だ
さ
い。

、

一

一

一

一

い
て
は
出
生
順
に
昭
和
四
十
館
以

提
出
し
て
お
ら
れ
る
か
た
が
市
内
一か
た
の
場
合
払
ほ
ほ
本
県
に
閉
じ

一ム
死
亡
者
、
倒
病
恩
給
関
係
者

一

に
多
数
お
ら
れ
ま
す
が
、
大
部
分
一た
方
針
で
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す

一明
治
年
代
皇
室
優
先
的
に
取
否
照
合
審
査
通
知
す
る
と
と
に

一

一

一

な
り
ま
す
。

の
か
た
が
い
烹
だ
に
結
巣
が
む
か
一

も
し
不
問
箇
州
調
査
等
の
た
め

一扱
い
、
昭
和
一一一
十
九
年
後
半
ま
で
一

一

一

一

(

福
祉
事
務
所
)

ら
ず
お
待
ち
叶
乙
とし
F
.
思
い
ま
す
一裁
定
が
遅
れ
て
も
受
給
権
発
生
の
一
に
照
合
審
査
、

連
絡
通
知
巻
実
抱
一

長
崎
県
は
退
職
当
時
本
県
に
在一

一

1
1
1
4
4
1
4
||
|

野

町

目

前

日

目

的

明

日

大

村

小

学

校

校

舎

ケ

}
公

売

一向
、

諮

問

信

供

、

八
一

め
て
お
る
に
ぬ
か
か
わ
広
ず
、
現
一

一

建
鈎

(
宿
直
室
)
木
造
瓦
茸
卒

在
の
と
と
ろ
相
出
遅
れ
て
お
り
皆
一
大
村

SJ校
の
不
用
建
物
を
つ
一

ム
売

却

物

件

一家
建、

敬
量
一
位
入、

O
坪

様
に
ど
池
内
惑
を
お
か
け
し
て
お
り
一ぎ
の
よ
う
に
公
売
し
ま
す
。

一

月

一

一

腫
物

(便
所
)
木
造
瓦
葺
平
家

ま
す
。
当
市
か
ら
も
閉
期
処
理
万
一
二
十
九
日
午
前
+
時
大
村
小
学
校
一
所
在
地
大
村
市
玖
島
郷
字
本
一
建
、
数
量
九
、
六
八
坪

を
申
し
入
れ
て
お
り
ま
し
た
と
と
一正
門
尊
重
説
撃
し
、
入
札

一小
富
士
ハ
霊
の
二
大
村
小
一
建
物
(
廊
下
)
木
造
毒
装

ろ
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
計
画
し
実
抱
一心
得
帯
季
世
レ
ま
す
・

一学
校
敷
地
内

一躍
、
数
量
士
、

O
坪

さ
れ
る
旨
通
知
が
あ
り
ま
し
た
の

一

建

物

(

校
舎
木
造
瓦
茸
二
階
一
数
量
合
計
三
百
六
十
二
、
四
九
坪

器

事
務
処
理
計
画
立
つ

明
治
出
生
者
を
優
先
的
に

( :j>'343号)よ(毎月1日.10日.lO日発行)

消防出初式

昭
羽
三
十
八
年
消
防

出
初
式
は

一
月
八
日
午

前
九
時
三
十
分
か
ら
県

立
園
芸
高
等
学
校
運
動

場
で
盛
大
に
行
な
わ
れ

ま
レ
た。

(敬
称
略
)

団
員
の
勇
姿
と
装
備
を
展
開

;
永
年
勤
続
者
を
ど
表
彰

【
県
消
防
協
会
長
表

章Z
u 

特

別

有

功

章

崎
市
カ
ル
タ
会
長
美
質
晴
雄
さ
ん

の
指
導
で
、
午
前
中
は
練
習
巻
行

い、

午
後
一
時
か
ら
、
各
グ
ル
!

一プ
じ
わ
か
れ
、
紅
白
鼠
合
な
ど
を

恒
例
の

「市
民
か
る
た
大
会
」
一ら、

大
村
研
修
所
で
開
か
れ
ま
し
一
行
い
ま
し
た
。
参
会
者
は
婦
人
会

一
月
三
十一

日
午
前
十
時
か
ら
一は
、
市
連
合
婦
人
会
の
主
催
の
も
一た。

一の
心
か
ら
な
る
ぜ
ん
ざ
い
に
楽
し

十
時
ゴ
干
分
ま
で

一と
に
、
県
教
委
、
市
教
委
の
協
力
一

冬
休
み
申
の
児
童
生
徒
仁
、
婦
一

い
一
日
を
す
と
し
て
、
午
後
三
時

を
え
て
、

-
月
七
日
午
前
十
時
か
一
人
会
の
お
母
さ
ん
方
も
ま
じ
り
長
一散
告
し
ま
し
た
。

日

本

情

緒

ゆ

た

か

に

ム

売

却

方

法

一
般
競
争
入
札

ム

入

札

日

時

ム

入

札

場

所

大
村
市
議
会
議
鋤

ム
入

札

保

証

金

入
札
金
額
の
百
分
の
三
以
上
で

現
金
と
す
る
。

そ
の
他
く
わ
し
い
乙
と
は
財
務
課

ヘ
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
{財
務
幌
)

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

-
稲
田
宝
一
・

開
田
公
男
・

藤
田

公
-
・
森
永
進
・
村
時
照
雄
・
森

秀
雪
・
佐
藤
秀
夫
・
高
瀬
富
夫
・

田
淵
豊
・
山
口
監
・
釜
石
正
鵠
・

一
瀬
秋
夫

感
謝
状

門
市
長
表
彰
】

三

十

年

勤

続

藤
崎
種
雄

市
民
か
る
た
大
会
開
く

諸

車

の

交

通

制

限

を

ム
ろ
ろ
あ
者
は

国
立
ろ
巧
あ
者
更
生
指
導
所

(東
京
都
}

し
て
い
ま
す

西「八一
利
小
学
校
前
の
道
路
舗
装

ム
視
覚
障
害
者
は

な
お
、
「
か
る
一新
設
工
事

(乾
馬
場
市
清
分
岐
点

国
立
神
戸
光
明
寮

(
神
戸
市
)

た
」
宮
本
古
来

十か
A
延
長
二
百
メ
ー
ト
ル
)
の
た

(福
祉
事
所
)

の
風
雅
で
、
健
全

一め、

一
月
十
日
か
ら
二
月
二
十
日

な
レ
ク
リ
ヱ
l
シ一
ま
で
交
通
制
限
を
し
て
い
ま
す
。

ヨ
ン
と
し
て
、
皆一

(建
敢
闘
)

さ
ん
の
家
庭
主
活
一

に
と
り
入
れ
て
い

一

た
明
き
、
ま
す
ま一

す
盛
ん
に
な
る
よ

う
に
と
ね
が
っ
て

い
ま
す
。

(教
育
接
員
会
)

二
十

年

勤

続

優
良
消
防
団
員

目
の
見
え
な
い
児
童
は
児
童
福

紙
法
に
よ
り
盲
学
校
等
の
入
管
措

置
か
さ
れ
、
保
護
育
成
さ
れ
ま
す

の
で
本
館
就
学
適
合
の
盲
児
帯
お

造
綜
tT
奨
励
す
る
た
め
、
買
畝
も
ち
の
か
た
は
一
月
三
十
日
ま
で

歩
以
と
の
山
林
に
新
植
す
る
場
合
に
、
福
祉
事
務
所
へ
お
知
ら
せ
く

は
、
造
雄
事
業
費
の
三
一
剛
程
度
の
だ
さ
い
。

造
林
補
助
金
が
、
交
付
さ
れ
て
い

{舗
祉
事
聾
附
)

ま
し
た
が
、
昭
和
一
一
千
八
臨
時
民
よ
社
会
福

祉

事

業

資

金

り、

補
助
対
観
造
林
地
の
面
積
，
、

一

一

地

域

児

童

健

全

育

成

一
一
団
地
H
一
反
歩
以
上
に
変
廃
れ
に
寄

付

田
淵
壷
・
寄
昨
・
脇
崎
正
義
・

一山
口
房
雄
一
瀬
弘
行
松
尾
州

一

指

導

者

研

修

会

開

一れ
る
予
定
で
す
の
で
、
小
面
積
の
市
内
顕
肪
郷
陣
之
内
の
松
尾
智

翼

手

富

秀

夫

・
長
岡
徳
夫
一敏
山
口
英
之

坂
同
保

E
一
青
少
年
償
金
育
成
活
動
の
一
環
玉

川
を
さ
れ
る
か
た
は
、
で
き
る

恵
さ
ん
は
亡
究
室
ん
、
諏
開
館

・
吉
松
久
人
・
卒
石
正
勝
・
尾
崎
一喜
博
中
毒
山
口
土
男
申
一
と
し
て
議
長
け
る
竺
線
指
一
(
早
く
盗
容
す
ま
せ
て
〈
だ
石
営
住
宅
真
崎
善
子
さ
ん
は
亡

純
韓
・
吉
村
重
利
・
雪
量
・

一村
一
男

原
口
忠
則

川
回
復
ト
一
言

養
成
と
産
自
主
は
か
一
さ
い
。

夫
梅
次
さ
ん
、
室
町
一
一
一
丁
目
伊

一

一

福
田
宝
-
・
開
田
公
男
・
首
公
五
原
秋
良

林

猛
控
辺
政
雄
一
り
、
補
導
組
織
の
確
立
と
地
区
活

一
な
柿
該
当
者
は
つ
ぎ
の
点
に
注

一県
富
代
ニ
さ
ん
は
亡
母
ノ
イ
さ
ん

め
た
団
員
七
百
六
十
名
、
消
防
車
て
世
良
消
防
団
員
、

長
ρ
間

消

防

団

一

一
了
森
林
進
・
警
雪
・
佐
藤
禿
一長
岡
五
三
今
思
剛
一
瀬
隆
一
動
の
強
化
を
促
進
す
る
目
的
で
つ
五
レ
て
く
だ
さ
い
・

竹
怯
本
町
小
沢
繁
三
郎
さ
ん
は
亡

土
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
一
言
一
員
と
し
て
活
躍
レ
退
団
さ
れ
た
か

一山
口
末
武
・
森
正

・
福
田
俊
昌
・

一夫

・
意
富
夫
・
山
口
臨
・
釜

石

一

一

三
と
お
り
研
修
告
が
実
施
さ
れ

↓
①
造
林
柔
掘
さ
れ
る
か
た
は
、
妻
子
さ
ん
の
そ
れ
ぞ
れ
忌
明
に

騒
い
す
Z喜
一抗

告

諮

問

討

対

一村

立

刊

誌

は

同

一

Hu--一瀬秋夫
一

品

川

吋

団

一
ま
す
。

百

紅

白

日

ヨ

サ

額

の

毒

害

さ

れ

ま

式
は
国
民
一
掲
揚
じ
は
じ
ま
り
、
一ぞ
れ
表
彰
状
、
感
謝
状
、
記
念
品

同

一

古

寿・

森
雪
一
局
・
土
本
猛

・
立

石

一

退

団

者

一

一

ム

対

象

者

一

さ

い

。

ま

た
古
町
五
区
林
茂
様
方
有
国

久
田
消
防
団
長
の
人
員
報
告
、
大
京
贈
ら
れ
ま
し
た
。

古
島
初
吉

・
楢
回
静
夫
・
朝
重

喜
・
上
野
進
・
葉
山
佐
・
陣
内
十
山
口
末
武
・
土
本
猛

森
正

福
一

無

火

災

分

回

一

冨

造
林
用
苗
木
は
説
林
組
合
で
あ
カ
ズ
ヨ
さ
ん
も
金
五
百
害
附

村
市
長
の
服
装
機
械
器
具
の
点
検
一
乙
の
あ
と
久
田
団
長
の
指
揮
で

一

祥

一

忠

・
堀
池
昇
・
秋
田
五
-
山
道
一
回
俊
昌

朽

崎
豊
富
雄
相
田
房
一第
一
分
団
・
第
五
分
間
・
億
七
分
一日

四

月

九

九

時

間

以

耕

一っ
せ
ん
い
た
レ
ま
す

。

さ

れ

ま

し

た

。

団
員
車
輔
の
順
に
威
風
堂
一
有
功
章

一興

・
工
谷
熊
雄
・
楠
本
清
秀
・
上
宮
古
川
才
治
と
野
定
申
山
一
回

・
館
十
分
団
・
第
土
骨
団
一
員
、
事
、
民
生
(児
童
)
蚕
員

一
造
林
に
つ
い
て
不
明
の
場
合
は
厚
必
礼
申
し
上
げ
ま
ず
“

々
の
分
担
行
進
が
行
な
わ
一

一義
夫
・
松
下
宿
茜
・
渡
辺
紋
四
一
勉
井
森
喜
森
留
一
馬
立
石

一

一

で

市
民
林
斜
ま
た
は
森
林
組
合
へ
閥

(福
祉
事
務
所
)

い

れ

れ

幽

グ

一

フ

ウ

ン

一

日

即

時

間

宗

一

日

立

訴

時

一

戸

詰

品

川

刊
一富
永
勇
一
目

立

回

末

雄

一耕

一

一

切

開

て

れ

ド

者

げ

林

幌

)

果

樹

基

本

統

計

調

査

ド
横
で
全
消
防
車
に
よ
る
一藤
朗
・
宮
田
義
・
田
淵
定

一
田
中
了
・
山
本
正
・

杉
本

俊

英

・

一

震

楠

本

清

秀

土

奪

三

・

末
安
保

太

・

松

添

儲

八

・

石

三

;

一

が

行

な

わ

れ

ま

す

依
水
訓
練
か
あ
り
、
ひ
き
一

功

労

章

一

山

下

円
次
郎
・
中
川
内
豊
・
川
口
一
松
下
信
義
渡
辺
紋
明
郎
章
一
曾
て
古
賀
直
竺
・
伊
藤
政
治
一
協
助
員
、
そ
の
他
、
関
心
の
あ
る

一

か

た

へ

農

林

警

は

本

年

二

月

一

日

現

つ
づ
き
陸
上
自
衛
隊
大
村
一
山
本

高

志

望
桑
原
忠
・

一清
・
山
添
繁
雄
・
野
主
澄
夫
・
松
一
善
七

栗
山
義
影

山

口

常

二

・

走

塁

・
畠
田
恒
喜
・
今
利
一一

般
市
民

一
更
生
の
意
欲
に
燃
え
る
身
体
陣
在
で
果
樹
基
本
統
計
調
査
を
実
細

部
隊
の
音
楽
隊
を
先
頭
に

一吉
田
実
・
就
辰
雄

一審

・

角
田
震

・

憲

太
郎

・
一
井
上
球

消
水
満
次
田
中
了
一
伊
勢
士口

・
森
林
繁
松
・

寺
坂
建
一
ム
日
時
二
片
四
日
(
品
目
)
宮
市
塞
対
象
に
各
更
生
指
導
所
で
し
ま
す
。
と
の
調
査
は
果
樹
集

中
央
公
民
館
前
ま
で
市
中
一

一
井
石
定
了

柿
本
賢
・
霊
源
次
十
山
本
正

杉

本
俊
英

山

下
円
次
一作
・
横
田
清
辛
口

・
朝

山

寅

次

長

一

九

時
よ
り
十
六
時
ま
で
志
、

入
所
生
事
集
し
て
お
り
ま
振
興
に
必
要
な
基
礎
的
統
計
資
料

星
稜
行
な
い
、
大
村
市
一
精
続
章
末
村
初
美
・
井
手
房
雄
・
辻
七
郎
一
郎
中
川
内
豊
川
口
消
山
添
石
亀
雄
・
桜
田
好
馬
・
田
崎
解
雄
玄
場
所
中
央
公
民
館

一す
。
希
望
註
至
急
当
所
へ
お
出
量
備
す
る
と
と
そ
目
的
と
し
て

消
防
団
の
勇
奈
を
市
民
の
一
坂
口
併
・
脇
崎
正
範
・

南
虎
雄

・

繁

雄

野

上

澄

夫

松

添

等

一
・
〈故
)
徳
富
美
津
次

一ム
講
師
松
岡
長
大
助
教
授
・
前
一
向
き
¥
だ
さ
い
。
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
果
樹
を

前
に
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
一
林
田
禿
夫
・
長
岡
徳
夫

・
吉

松

久

田

熊

雄

縄

原
太
郎
井
石
定
二
旭
町
第
二
班
、
防
火
班
・
福
重
青

一

原

家

庭

裁

判

所
調
査
官
一
ム
肢

体

不

自

由

替

は

所

有

し

て

い

る

農
家
の
ご
協
力
義

表
彰
さ
れ
た
人
た
ち
は
一
人
・
卒
石
正
博
・
田
淵
正
勝
・
尾

柿
本
賢
朝
長
源
次

木
村
初
美
一

年
団
・
沖
田
婦
人
会
・
今
富
婦
人

一

山

田

県
児
重
掛
長
ほ
か
一
県
身
体
障
害
者
更
宅
指
導
所
お
願
い
い
た
し
ま
す
.

つ
ぎ
の
と
拘
り
で
す
。

崎
純
菌
・
吉
村

重

利

・

原

田

元

富

井

手
間
関
雄
辻
七
郎

一会
・
皆
同
婦
人
会
(
消
防
本
部
)

一

(

福
祉
耕
務
所
)

一

(

長

崎

市

)

(

庶
勧
醜
)

盲
児
の
お
ら
れ
る

か

た

へ

民
有
林
の
造
林
は

早
急
に


